






























































  ［パターン 1］ 
    意味①［古］ 
                                           『明六雑誌』①② 
             意味②［新］ 
    ［パターン 2］ 
    意味①［古］ 
                        『明六雑誌』①のみ［古のみ採用］ 
             意味②［新］× 
    ［パターン 3］ 
       意味①［古］× 
                        『明六雑誌』②のみ［新のみ採用］ 

































 まず、前記 2-(4)・(7)の修正以前の値で見てみると、次頁の【表１】のようになる。7 
 これを見ると、明治との隔たりが 1000年以上のものが 99語あるが、最もその差が大き
いものは「意」（勝曼経義疏、611 年）で、1257 年となる。また、500 年以上前から用い
られている漢語が、全体の半数（51.5％）を占める。 

















1000年以上前  99語（22.2％）    明治以降 59語（13.2） 
   999～500年  131語（29.3） 
    499～200年   84語 （18.9）        見出し語にあるが用例のないもの 2語（0.4） 
    199～100年   26語 （ 5.8）        見出し語にないもの       3語（0.6） 
  99～ 50年   18語 （ 4.0）                                       
  49～ 20年   13語 （ 2.9） 
  19～  1年   12語 （ 2.7）        
 
【表２】「明六雑誌漢語」の時期構成(修正後) 
1000年以上前  81語（18.1％）    明治以降 75語（16.8） 
 999～500年  122語（27.4） 
   499～200年    84語 （18.8）       見出し語にあるが用例のないもの ２語（0.4） 
   199～100年    30語 （ 6.7）       見出し語にないもの       ３語（0.6） 
  99～ 50年    21語（ 4.7）         
  49～ 20年    15語（ 3.4） 
















    緯度,遠西観象図説,1823,-45   委託,日本外史,1827,-41 
    因習（襲）,日本外史,1827,-41  鋭意,日本外史,1827,-41 





    永安,報徳記,1830,-38      愛育,仮名文章娘節用,1834,-34 
    一環,江戸繁盛記,1836,-32    演技,江戸繁盛記,1836,-32 
    演劇,夜航余話,1836,-32     一世,椿山宛渡辺華山書簡,1839,-29 
    一隊,外国事情書,1839,-29    塩酸,舎密開宗,1847,-21 




    異性,異人恐怖伝,1850,-18    鬱然,漂荒紀事,1850,-18 
    英語,外国事件書類雑纂,1856,-12 英書,航米日録,1860,-8 
    英人,増訂華英通語,1860,-8    永続,春情花の朧夜,1860,-8 
    英米,航米日録,1860,-8      偉功,隣艸,1861,-7 
        往者,星巌先生遺稿,1865,-3        印刷,経済小学,1867,-1 





    暗殺,新令字解,1868,0      依拠,泰西国法論,1868,0 
    允可,明治月刊,1868,0      英仏,新令字解,1868,0 
    縁由,泰西国法論,1868,0     運輸,日誌字解,1869,1 
    鋭敏,漢語字類,1869,1      愛撫,神霊を鎮祭し給へる詔,1870,2 
    圧伏,西洋事情,1870,2      威力,西洋事情,1870,2 
    愛国,百学連環,1871,3      圧抑,西国立志編,1871,3 
    安息,西国立志編,1871,3     偉勲,西国立志編,1871,3 
    偉丈夫,西国立志編,1871,3    永遠,西国立志編,1871,3 
    英王,西国立志編,1871,3     英蘭,西洋聞見録,1871,3 
    閲歴,西国立志編,1871,3     演繹,百学連環,1871,3 
    音字,百学連環,1871,3      偉大,新撰字解,1872,4 
    一案,明六雑誌,1874,6      欧亜,明六雑誌,1874,6 
    王党,明六雑誌,1874,6      悪路,明六雑誌,1875,7 
    悪行,開花問答,1875,7      圧制,文明論之概略,1875,7 
    遺利,明六雑誌,1875,7      殷鑑,文明論之概略,1875,7 
    旺盛,明六雑誌,1875,7      汚行,明六雑誌,1875,7 
    域内,東京新繁盛記,1876,8    以西,米欧回覧実記,1877,9 




    以南,米欧回覧実記,1877,9    衣被,米欧回覧実記,1877,9 
    以北,米欧回覧実記,1877,9    移民,米欧回覧実記,1877,9 
    愛児,花柳春話,1879,11      院長,花柳春話,1879,11 
    淫蕩,花柳春話,1879,11      栄進,花柳春話,1879,11 
    黄色,造化妙々奇談,1880,12    亜,近世紀聞,1881,13 
    移動,哲学字彙,1881,13       印象,哲学字彙,1881,13 
    異常,日本開化小史,1882,14   栄誉,日本開化小史,1882,14 
    威令,経国美談,1883,15     畏敬,経国美談,1884,16 
    汚点,狐の裁判,1884,16     一読,小説神髄,1886,18 
    陰険,内地雑居未来之夢,1886,18 円,工学字彙,1886,18 
    欧土,小説神髄,1886,18     欧文,風俗画報,1898,30 
    一見,思出の記,1901,33     異質,ブラリひょうたん,1950,82 










    一挙,延喜式,927,-941,椿説弓張月,1811,-57 
    唯々,太平記,1374,-494,椿説弓張月,1811,-57 
    悦,古事談,1215,-653,虫眼鏡,1812,-56 
    陰,十巻本和名抄,934,-934,都繁盛記,1837,-31 
    移住,紀伊続風土記付録,1194,-674,海外事情書,1839,-29 
    悪魔,宇津保物語,999,-869,鼠小紋東君新形,1857,-11 
    淫佚,令義解,718,-1150,西洋事情,1866,-2 
    一意,サントスの御作業,1591,-277,西国立志編,1871,3  
隠匿,椿説弓張月,1811,-57,西国立志編,1871,3 
     悪法,日蓮遺文,1275,-593,文明論之概略,1875,7 
     運動,禅竹伝書,1456,-412,文明論之概略,1875,7 
     医学,文明本節用集,1474,-394,文明論之概略,1875,7  
     違式,三代格,802,-1066,音訓新聞字引,1876,8 
     印紙,清涼軒日録,1487,-381,西洋道中膝栗毛,1876,8  
     隠然,中華若木詩抄,1520,-348,音訓新聞字引,1876,8 
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     異教,信長記,1622,-246,米欧回覧実記,1877,9  
     一目,往生要集,985,-883,花柳春話,1879,11 
     域,落葉集,1598,-270,花柳春話,1879,11 
     位階,続日本紀,711,-1157,刑法,1880,12 
     帷幕,本朝無題詩,1164,-704,五国対照兵語辞書,1881,13 
     一部,延喜式,927,-941,郵便報知新聞,1892,24 
     悪食,新吾左出放題盲牛,1781,-87,社会百面相,1902,34 

















     一揆,三代格,844,-1024,太平記,1374,-494,530 
    一流,多度神宮寺伽藍縁起資財帳,801,-1067,太平記,1374,-494,573 
    悦,古事談,1215,-653,虫眼鏡,1812,-56,597 
    悪法,日蓮遺文,1275,-593,文明論之概略,1875,7,600 
    悪風,今昔物語集,1120,-748,政談,1727,-141,607 
    運上,書陵部所蔵壬生古文書,987,-881,室町殿日記,1602,-266,615 
    悪道,観智院本三宝絵,984,-884,日葡辞書,1604,-264,620 
    有無,法華義疏,615,-1253,平家物語,1250,-618,635 
    一種,性霊集,835,-1033,史記抄,1477,-391,642 
    移住,紀伊続風土記付録,1194,-674,海外事情書,1839,-29,645 





    帷幕,本朝無題詩,1164,-704,五国対照兵語辞書,1881,13,717 
    一理,法華義疏,615,-1253,東寺百合文書,1422,-446,807 
    一斑,令義解,718,-1150,四河入海,1534,-334,816 
    悪魔,宇津保物語,999,-869,鼠小紋東君新形,1857,-11,858 
    一番,延喜式,927,-941,無事志有意,1798,-70,871 
    安居,日本書紀,720,-1148,日葡辞書,1604,-264,884 
    一挙,延喜式,927,-941,椿説弓張月,1811,-57,884 
    一目,往生要集,985,-883,花柳春話,1879,11,894 
    陰,十巻本和名抄,934,-934,都繁盛記,1837,-31,903 
    案内,続日本紀,720,-1148,応仁略記,1670,-198,950 
    一部,延喜式,927,-941,郵便報知新聞,1892,24,965 
    違式,三代格,802,-1066,音訓新聞字引,1876,8,1074 
    淫佚,令義解,718,-1150,西洋事情,1866,-2,1148 
    位階,続日本紀,711,-1157,刑法,1880,12,1169 
 














    亜,近世紀聞,1881,13,,, 
    愛児,花柳春話,1879,11,,, 
    愛想,寛永刊本蒙求抄,1534,-334,,, 
    悪食,新吾左出放題盲牛,1781,-87,社会百面相,1902,34 
    悪法,日蓮遺文,1275,-593,文明論之概略,1875,7 
    悪名,梅津政景日記,1612,-256,野分,1907,39 
    圧政,城,1965,97,,, 
                                                  
13 逆に言えば、この『明六雑誌コーパス』の優秀さと、これを構築した意義もよく示すものと言える。 
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    圧制,文明論之概略,1875,7,,,  
      医学,文明本節用集,1474,-394,文明論之概略,1875,7 
    域内,東京新繁盛記,1876,8,,,  
      異教,信長記,1622,-246,米欧回覧実記,1877,9  
    畏敬,経国美談,1884,16,,, 
      違式,三代格,802,-1066,音訓新聞字引,1876,8 
    異質,ブラリひょうたん,1950,82,,, 
    異常,日本開化小史,1882,14,,, 
    以西,米欧回覧実記,1877,9,,, 
    一読,小説神髄,1886,18,,, 
    一部,延喜式,927,-941,郵便報知新聞,1892,24 
      一目,往生要集,985,-883,花柳春話,1879,11 
     一見,思出の記,1901,33,,, 
      一夫,漢書列伝竺桃抄,1460,-408,,, 
    移動,哲学字彙,1881,13,,,  
      以南,米欧回覧実記,1877,9,,, 
    帷幕,本朝無題詩,1164,-704,五国対照兵語辞書,1881,13 
    衣被,米欧回覧実記,1877,9,,,  
    以北,米欧回覧実記,1877,9,,, 
    移民,米欧回覧実記,1877,9,,, 
    威令,経国美談,1883,15,,, 
   殷鑑,文明論之概略,1875,7,,, 
    陰険,内地雑居未来之夢,1886,18,,, 
    印紙,清涼軒日録,1487,-381,西洋道中膝栗毛,1876,8 
      印象,哲学字彙,1881,13,,, 
    隠然,中華若木詩抄,1520,-348,音訓新聞字引,1876,8 
      院長,花柳春話,1879,11,,, 
    淫蕩,花柳春話,1879,11,,, 
      運動,禅竹伝書,1456,-412,文明論之概略,1875,7 
      栄進,花柳春話,1879,11,,,  
      栄誉,日本開化小史,1882,14,,,               
    冤,春雨物語,1808,-60,近世紀聞,1878,10 
      円,工学字彙,1886,18,,, 
    黄色,造化妙々奇談,1880,12,,, 
      欧土,小説神髄,1886,18,,, 
    欧文,風俗画報,1898,30,,,  
     憶測,音訓新聞字引,1786,-82,,, 
177
    汚点,狐の裁判,1884,16,,, 
 
以上でもっとも隔たりの大きいものは、「圧政」の 97年で突出して大きく、つぎは「異








  『続日本紀』32  『文明本節用集』15  『令義解』９ 『万葉集』９ 
 『太平記』９    『史記抄』９  『菅家文草』８ 『延喜式』７   
『今昔物語集』７ 『西国立志編』７  『明六雑誌』７ 『性霊集』６  
『法華義疏』５ 『懐風藻』５ 『日本霊異記』５  『本朝文粋』５ 
『正法眼蔵』５ 『童子問』５ 『米欧回覧実記』５ 『文華秀麗集』４ 












































   ルカ如シ 然ルニ今此異質ヲ變シテ同質トナシ抗：明六雑誌：1875：42：人世三寳
説四：西周：文語：P012A003（「ひまわり」検索） 
 
  物事や人などの性質が他とちがっていること。また、そのさま。同質。 








   ＊野分〔１９０７〕〈夏目漱石〉八「結果は悪名（アクメイ）にならうと、臭名に
ならうと気狂にならうと仕方がない」（日国第二版） 
     ②悪いうわさ・評判。悪評。あくめい。 







     ①粗末な食物。粗食。あくしょく。 
   ＊社会百面相〔１９０２〕〈内田魯庵〉代議士・下「斯ういふ悪食（アクジキ）を
貪って臭きを知らざる豚の寄合ぢゃから」［中略］ 
    ②普通の人がいやがって食用としない物を食べること。いかもの食い。転じて、普通
の人がいやがってしないようなことをしたり、趣味とすること。 
   ＊洒落本・新吾左出放題盲牛〔１７８１〕折助冷飯「契りみじかき一寸の間に、か
たみの瘡（かさ）の身にしみじみと、命しらずの悪食（あくシキ）者と」（日国
第二版） 
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